
日牢謹八幡宮 (近江八幡市宮内町)
八幡山(標高283.8m)の南麓に鎮座する古社。

中世には近江守護佐々木氏の崇敬が篤く、江戸
時代以後は旧八幡町の総社として近江商人らの
信仰を集めた。重要文化財に鎌倉時代の神像4

躯、および正保4年 (1647)寄進の「安南渡海
船額J1面がある。
八幡山城跡 (近江八幡市宮内町)
天正13年 (1585)豊臣秀次が八幡山に築いた

居城の跡。本丸跡には京都から尼門跡寺院のひ
とつである瑞龍寺が移築され、秀次の菩提をと
むらっている。瑞龍寺へは山麓から八幡山ロー
プウェイで約4分。
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「休暇村」行きで r長命寺」下車、徒歩 20分

八幡山械跡石垣

[もっと詳しく知りたいひとへの案内]
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・ 『古寺巡礼近江7 畏命寺』淡交社、昭和55年
・ 『長命考古文書等調査報告書』

滋賀県教育聾員会、平成15年
・ 『畏命寺参穏量葉羅のてぴき』

近江八幡市立資料館、平成21年

信仰の島 長命寺
近江八幡市長命寺

長命寺は琵琶湖の東岸、標高333mの長命寺山

腹に位置する。

湖を広く見渡す景勝地に重要文化財の本堂をは

じめとした中世建築の主主塔が軒をつらね、壮観な

伽藍を今に伝える。西国観音霊場のひとつとして

著名だが、秘仏厨子の奥室には薬師如来像が把ら

れ、境内に不老滝のあることなど、水と関わる深

い信仰の存在を指摘できる。

永正13年 (1516)に兵火にかかるなど災難にも

見舞われたが、庶民信仰に支えられて復興を遂げ

ている。その際、勧進比丘尼らが諸国へ持ち運ん

で 「絵解きIを行い、寄進や参詣の手引きとした

のが 「長命寺参詣憂茶羅」である。そこには船で

上陸し、裸足で聖地を巡拝する人々の姿がある。

かつては島であった霊場の姿をしのばせる。
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